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今
年
は
、
ク
マ
の
活
動
が
例
年
よ
り
早
く
、

す
で
に
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ク
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た
め
、
山
間
部

な
ど
、
野
外
で
活
動
す
る
と
き
は
、
次
の
点

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
強
い
臭
い
が
す
る
も
の(

携
帯
蚊
取
り
線

香
な
ど)

、
音
を
出
す
も
の(

鈴
や
笛
、
ラ
ジ

オ
な
ど)

を
身
に
つ
け
る

▼
必
ず
二
人
以
上
で
行
動
す
る

▼
エ
サ
と
な
る
残
飯
な
ど
を
捨
て
な
い

●
問
い
合
わ
せ

森
林
整
備
課

tel(

８
６
６)

２
１
１
７

国
民
年
金
に
は
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料

を
卒
業
後
に
納
付
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
申
請
し
て
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年
以
内
に
追
納
で

き
、
追
納
し
た
分
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
追
納
が
な
い
場
合
で
も
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
は
算
定
さ
れ
ま

す
。
毎
年
度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者

大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
各
種
学
校
に
１
年

以
上
在
学
す
る
学
生
・
生
徒
で
、
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
か
た

■
申
請
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証

■
申
請
期
間

平
成
18
年
４
月
〜
19
年
３
月

分
…
４
月
27
日
(金)
ま
で
　
平
成
19
年
４
月

〜
20
年
３
月
分
…
４
月
２
日
(月)
か
ら
来
年

４
月
30
日
(水)
ま
で

■
申
請
窓
口

国
保
年
金
課
、
土
崎
・
新
屋

支
所
、
ア
ル
ヴ
ェ
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、
岩
見

三
内
・
大
正
寺
連
絡
所

●
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
課

tel(

８
６
６)

２
０
９
７

平
成
19
年
度
に
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主

的
に
行
う
文
化
活
動
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。
申
請
の

締
め
切
り
は
５
月
１
日
(火)
で
す
。
申
請
書
類

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ed/cl/

■
対
象

芸
術
・
学
術
に
関
す
る
公
演
や
講
演

会
、
秋
田
市
に
関
す
る
研
究
成
果
の
刊
行
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
室

tel(

８
６
６)

２
２
４
６

芸
術
・
学
術
の
分
野
で
活
発
な
創
作
活
動

を
行
い
、
優
秀
な
作
品
を
発
表
す
る
な
ど
、

す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
か
た
に
、
文
化
選

奨
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
推
薦
の
締
め
切

り
は
５
月
１
日
(火)
で
す
。
推
薦
書
類
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ed/cl/

■
対
象

秋
田
市
民
ま
た
は
秋
田
市
を
拠
点

と
し
て
活
動
し
て
い
る
個
人
・
団
体
が
、
平

成
18
年
４
月
か
ら
19
年
３
月
ま
で
に
創
作
、

発
表
、
刊
行
し
た
作
品

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
室

tel(

８
６
６)

２
２
４
６

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
基
金
」
の
運
用
益
を
活
用
し

て
、
民
間
団
体
が
自
主
的
に
行
う
先
導
的
・
モ

デ
ル
的
な
保
健
福
祉
活
動
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
活
動
　
在
宅
福
祉
の
普
及
・

向
上
を
目
的
と
す
る
活
動
　
健
康
や
生
き
が

い
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
活
発
化
す
る
事
業
な
ど

●
申
し
込
み

４
月
27
日
(金)
ま
で
、
福
祉
総
務

課
地
域
福
祉
推
進
室tel(

８
６
６)

２
０
９
０

学
校
教
育
活
動
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

民
間
団
体
な
ど
が
行
う

保
健
福
祉
活
動
に
助
成

５

文
化
選
奨
の
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

４

人口 19.３.１現在

●人口／331,307人(－170)
●男／156,985人( －89)
●女／174,322人( －81)
２月分・出生 185人

・死亡 253人
・転入 520人
・転出 622人

（ ）内は前月比

●世帯／132,098世帯(－10)

秋
田
市
文
化
振
興
助
成
事
業

芸
術
・
学
術
な
ど
の
文

化
事
業
に
助
成
し
ま
す

３

新入学(園)期の交通安全運動 ４月５日(木)～11日(水) 通園・通学時間帯の交通事
故を防ぐため、交通ルールをきちんと守りましょう。車の運転は安全最優先で。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に

ご
注
意
を
！

１

全
国
大
会
や
国
際
大
会
に

出
場
す
る
団
体
等
を
支
援

６

国
民
年
金
の

学
生
納
付
特
例
制
度

２

▲



で
、
秋
田
県
大
会
以
上
の
競
技
大
会
の
予
選

を
経
て
、
県
外
の
東
北
ま
た
は
全
国
規
模
の

大
会
へ
出
場
す
る
小
・
中
学
校
の
団
体
な
ど

へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
大
会
に
出
場
す
る
選
手
に
は
、

激
励
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

tel(

８
６
６)

２
２
４
７

市
で
は
、
工
事
中
の
建
築
物
が
建
築
基
準

法
な
ど
に
適
合
し
て
い
る
か
を
検
査
す
る

「
建
築
物
の
中
間
検
査
制
度
」
を
今
年
６
月

に
導
入
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
導
入
案
に
対

す
る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
料
閲
覧
場
所

建
築
指
導
課
、
市
民
相
談

室
、
土
崎
・
新
屋
支
所
、
ア
ル
ヴ
ェ
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン

タ
ー
、
建
築
指
導
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ur/cs/

意
見
募
集
期
間

４
月
20
日
(金)
ま
で

意
見
提
出
方
法

ご
意
見
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒
０
１
０
‐
８
５
６
０
秋
田

市
役
所
建
築
指
導
課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
ス(

８
６
５)

６
９
５
７
　

Ｅ
メ
ー
ル

ro-urcs@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

tel(

８
６
６)

２
１
５
３

農作業の標準受委託料金

問
い
合
わ
せ

農業委員会事務局tel(866)2270

農業委員会では、平成19年
度の農作業を受託・委託する
際の「農作業標準受委託料金」
を下表のとおり決めました。
この料金は、通常の10㌃区

画のほ場条件をもとに算定し
たものです。あくまでも目安
ですので、料金設定の際は、
下表を参考に地域の実情に合
わせて決めてください。

労働時間は原則として１日８時間で、「まかない」
やその他の現物支給は含まれず、委託者の補助的な
作業出役もしないものとします。

●●平成19年度●●

※50㌃区画以上の料金は、標準料金の90㌫とします。

建
築
物
の
中
間
検
査
制
度

に
対
す
る
意
見
を
募
集
中

７

365万1千円
２月の家庭ごみなどの量は、基準年度

(平成14年度)と比べ237㌧減り、貯金額
は１月末から27万３千円増えました。
引っ越しシーズンです。まだ使えるも

のは知人に譲るなど、再利用(リユース)
を心がけてごみを減らしましょう。

２月末現在の
環境貯金は

２
月
は

少
し
貯
金
が

増
え
た
よ

河辺市民センター産業班tel(882)5161
雄和市民センター産業班tel(886)5550

「男女共生」を身近なこととして考えるきっ
かけづくりの場として、毎年、市民のみなさんと協働で
開催しています。
今年は、12月１日(土)に文化会館で開催予定。たくさん

の人が楽しみながら参加でき、男女共生について考えて
もらえるイベントになるよう、ご自身のアイデアをこの
フォーラムに活かしてみたいという実行委員を募集しま

実行委員
の役割

年２回の会議(１回につき報酬7,000円)、開催
までの企画検討や準備作業など(10回程度)、フ
ォーラム当日の運営

定員 10人程度(応募多数の場合は選考)

応
募
方
法

４月11日(水)まで、郵便番号、住所、氏名、生年月日、
電話番号を書いて、400字程度の作文(テーマは「私
が考える男女共生」)を添えて、郵送、ファクス、E
メールでお申し込みください。
〒010-8560 秋田市山王一丁目１－１
男女共生・次世代育成支援室 ファクス(866)2405
Eメール ro-plmw@city.akita.akita.jp

問い合わせ 男女共生・次世代育成支援室tel(866)2141

対象 18歳以上のかた(市の他の審議会の委員は除く)

広報あきた　４月１日号13
佐竹史料館の臨時休館…千秋公園にある佐竹史料館は、４月９日(月)～14日(土)
は臨時休館します。tel(832)7892


